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新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止に関する当社の方針等について 

 

 

 

新型コロナウイルスの感染により影響を受けられた皆さまに、心よりお見舞い申し上げます。 

当社では、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止と必要な業務の継続が可能となるよう、臨

機かつ柔軟な対応を図るため、下記の対応を取っております。 

 

記 

 

（１）感染予防対策の体制 

新型コロナウイルス感染症対策について、役職員の感染機会を減少させ国内感染拡大を防止する

観点から、感染予防策、感染時の対応等及び予め緊急事態発生時を想定した業務継続体制を構築

して周知するなどの役職員教育を徹底した上で、特に従業員への感染拡大を防止するよう、通勤

形態などへの配慮、個々人の感染予防策の徹底、職場環境の対策の充実を図るとともに、顧客等

への感染防止に努めながら業務を継続して参ります。なお、今後の情勢の変化等を踏まえ適宜見

直すことといたします。 

 

（２）健康確保 

毎日の検温、業務中のマスク着用、手指消毒を徹底し十分な感染対策に努めるようにしており、

発熱時及び体調不良時は出社禁止しております。体調の思わしくない従業員には、各種休暇制度

の取得を奨励しております。また、勤務中に体調が悪くなった従業員は、必要に応じ、直ちに帰

宅させ、自宅待機としております。 

 

（３）通勤 

各種感染予防策のため、業務上支障が生じない範囲で、テレワーク（在宅勤務）、時差出勤 

を実施しております。 

 

（４）勤務、休憩等 

・在社時勤務中も出来る限り換気を励行し、密閉・密集・密接とならないよう一定の距離以上離

れて着席するなど席配置の工夫やアクリル板を設置しております。 

・業務中のマスク着用、入退室時の手指消毒を徹底し、従業員と顧客が頻繁に対面する場所は、

アクリル板・透明ビニールカーテンなどで遮蔽しております。 

・アポイント等は顧客の要望を踏まえ、新型コロナ感染防止対策のための感染リスクの回避が不

可能な場合は訪問を自粛してオンライン面談ツール等を利用するなどの対応を実施しております。

また、全ての社内会議は原則中止又は書面やオンライン開催を検討するようにしております。 
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・当社が主催する不特定多数の参加が見込まれるセミナー等の会場では、出来る限り換気を励行

し、密閉・密集・密接とならないよう一定の距離以上離れて着席するなど席配置の工夫を行い、

会場出入口等には手指消毒液の設置を行います。 

・他団体等が主催する会議、セミナー等については、主催者の感染防止対策を遵守して行います。 

・原則、飲食を伴う会合等は禁止しております。 

・休憩・休息スペースでは、３つの密（密閉・密集・密接）を防ぐことを徹底し、共通のタオルの

利用の禁止等の適切な管理を徹底しております。 

・ドアノブ、電気のスイッチ、ゴミ箱などの共有する設備・器具については、適宜、消毒を行っ

ております。 

 

（５）顧客等に対する協力の要請 

感染予防のため、来店される顧客に対して、事前の予約、マスクの着用、発熱等体調不良時、濃

厚接触がある方の来店を控えてもらう。店内では役職員と適度な間隔を保つことなど自社の対応

について、店頭ポスターの掲示を行うなど、顧客への周知を図っております。 

また、取引先等を含む外部関係者の立入りについては、必要性を含め検討し、立入りを認める場

合は、当該者に対して、従業員に準じた感染防止対策を求めております。 

 

（６）感染者が確認された場合の対応 

「証券業界における新型コロナウイルス感染予防対策ガイドライン」を参考に以下の対応を行い

ます。 

① 従業員の感染が確認された場合 

・保健所、医療機関の指示に従う。 

・感染者の行動範囲を踏まえ、感染者の勤務場所を消毒し、感染者と濃厚接触した従業員に自宅

待機させることを検討する。 

・感染者の人権に配慮し、個人名が特定されることがないよう留意する。なお、新型コロナウイ

ルス感染症の感染拡大防止を目的とした個人データについては、個人情報保護に配慮し、適切に

取り扱う。 

・感染者が確認された場合の公表の有無・方法については、上記のように個人情報保護に配慮し

つつ、公衆衛生上の要請も踏まえ、実態に応じた検討を行うものとする。 

② 複数社が混在する借用ビル内で同居する他社の従業員で感染が確認された場合・保健所及び医

療機関の指示に従うとともに、ビル貸主と連携して対応する。 

 

以 上 


